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Ⅰ．研究目的 

突発性難聴の原因として内耳血流障害が疑われているが，これまでに内耳動脈を画像

的に評価した報告はみられない．本研究の目的は聴覚正常者を対象として３Ｔ－ＭＲＩ

により内耳動脈の描出が可能かを評価することである． 
 
Ⅱ．研究対象および方法 
被験者は聴覚障害の既往のないボランティア成人男性１２人．年齢は２７歳から４３歳，

平均年齢は３３．３歳．撮影は岩手県滝沢村の岩手医科大学付属高磁場ＭＲＩ研究施設

で行った．画像は３Ｔ－ＭＲＩ（Ｓｉｇｎａ Ｅｘｃｉｔｅ ＨＤ． ＧＥ）、８ｃｈ

ａｎｎｅｌ ｐｈａｓｅｄ ａｒｒａｙ ｃｏｉｌを用い、ｆａｓｔ ｓｐｏｉｌｅｄ 

ｇｒａｄｉｅｎｔ ｒｅｃａｌｌｅｄ ａｃｑｕｉｓｉｔｉｏｎ ｉｎ ｔｈｅ ｓ

ｔｅａｄｙ ｓｔａｔｅ（ＦＳＰＧＲ）法で撮影した．条件１は，ｍａｔｒｉｘ ｓｉ

ｚｅ １０２４×５１２；ｓｌｉｃｅ ｔｈｉｃｋｎｅｓｓ，１．０ｍｍ（０．５ｍｍ 

ｏｖｅｒｌａｐ）； ｆｉｅｌｄ ｏｆ ｖｉｅｗ［ＦＯＶ］，１５×１５ｃｍ； ｎｕ

ｍｂｅｒ ｏｆ ｅｘｃｉｔａｔｉｏｎ［ＮＥＸ］，３；ｒｅｐｅｔｉｔｉｏｎ ｔｉ

ｍｅ［ＴＲ］／ｅｃｈｏ ｔｉｍｅ［ＴＥ］，１９．３／４．１で撮像時間は３１分４

２秒．条件２はｍａｔｒｉｘ ｓｉｚｅ１０２４×５１２； ｓｌｉｃｅ ｔｈｉｃｋ

ｎｅｓｓ，０．８ｍｍ（０．４ｍｍ ｏｖｅｒｌａｐ）； ＦＯＶ，２０×１８ｃｍ； 

ＮＥＸ，２； ＴＲ／ＴＥ，１９．１／３．８で撮像時間は１８分５０秒．撮影時、ガ

ドジアミド水和物（ＯＭＮＩＳＣＡＮ® 0.2ml/kg）で造影を行った． 

 

Ⅲ．研究結果 

条件１では内耳動脈は８耳中２耳（２５％）、総蝸牛動脈は８耳中３耳（３７.５％）。

条件 2では内耳動脈は１６耳中５耳（３１．３％）、総蝸牛動脈は１６耳中７耳（４３.

８％）で撮影条件による差は認められなかった．合計すると内耳動脈は２４耳中７耳（２
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９．２％），総蝸牛動脈は２４耳中１０耳（４１.７％）であった．また固有蝸牛動脈，

前庭蝸牛動脈とみられる線状構造物がそれぞれ２例,１例で認められた． 

 

Ⅳ．結語 

これまでに内耳動脈の描出を試みた報告はなく，本研究は FSPGR法を用いた３T-MRIに

より内耳動脈が描出可能なことを示した初めての報告である．しかし内耳動脈の描出率

は 29.2％と低く，まだ突発性難聴における血行障害の評価に用いるには不十分である． 

今後，さらなる改善で突発性難聴の循環障害の評価が可能となる可能性がある． 
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論文審査の結果の要旨 

論文審査担当者 

主査 江原 茂教授（放射線医学講座） 

                              副査 小笠原邦昭教授（脳神経外科学講座） 

副査 佐藤宏昭教授（耳鼻咽喉科学講座） 

 

 

試験・試問の結果の要旨 

本研究は突発性難聴の原因の一つと想定されている内耳血流の評価を高磁場 3Tの装置を

用いて評価した結果の報告である。健常人ボランティア 12名を対象として、滝沢村の高磁

場 MRI施設において、2つの撮像条件において検討した。その結果、内耳動脈が描出された

のが 25-31%、総蝸牛動脈が描出されたのが 38-44％であった。今回の検討では 3T高磁場 MRI

が十分に信頼のおける評価法であることを証明するには至らなかったが、これまで内耳血

流の評価を十分に行い得た報告はなく、撮像技術におけるハードウェアとソフトウェアの

改善により、今後の画像評価に向けての展望を示すことができた。ネガティブデータでは

あるが、内耳血流の評価に着手した初期段階の報告であり、学位論文として評価できると

認めた。 

 

試験・試問の結果の要旨 

内耳血流の詳細や MRI 撮像技術の基本についての設問を行い、十分な回答を得た。英語

の試験にも合格し、学位に値する学識を有すると認めた。 
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